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令和８年度

佐久地区社会教育連絡協議会
研修会資料

佐久市社会教育委員会議



本日の発表内容
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① 佐久市の概要

② 佐久市社会教育委員会議の変化について

③ 活動内容

④ これから

佐久市特別観光ＰＲ大使

佐久の鯉太郎ミニ
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① 佐久市の概要

 人口 96,856人 ( 月 日時点)

総人口県内4位 社会増加数県内1位

日本三大 ケーキのまち

東京都自由が丘 兵庫県神戸市に並ぶ！

現在の佐久市は2005年に佐久市、臼田町、浅科村、
望月町が合併して誕生しました。

浅間山、八ヶ岳、蓼科山、荒船山などの雄大な山々に
囲まれ、豊かな自然と文化が息づく高原都市です。

「北斗の拳」の聖地！？

原作者の武論尊先生は佐久市出身 市内15ヶ所にマンホール設置
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② 佐久市社会教育委員会議の変化について

人数 12人

あて職８人 学識経験者４人

年間会議

定例会４回 教育委員との意見交換会１回

任期 2年間

事務局 佐久市教育委員会 社会教育部 生涯学習課

佐久市社会教育委員会議の概要

あて職は、
学校長、公民館、補導、スポーツ、市民活動
人権、文化振興など多様なジャンルから推薦
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以前の佐久市社会教育委員会議は……

会議は定例的に集まって、事務局から市教育委員会事業につい
ての計画と報告の説明を受けることがメイン。

佐久市から特定事項の研究調査を諮問されることも長らく無し。

各種研修へ参加し、社会教育委員としての活動は個人に任せる
という状況。

「独任制」が認められている社会教育委員。

これも一つの在り方だけど、「佐久市社会教育委員会議」
として何か成し遂げたい！

そこで会議に改革が起こる……！
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社会教育委員だより「そよかぜ」を作成！

令和元年(2019年)に初めて発行！現在、13号まで発刊。

委員からの提案で、社会教育委員の知名度向上や、活動内容の周知を図る目
的で作成。

佐久市のホームページに掲載のほか、公民館・図書館・社会体育館等の
社会教育施設に設置。

内容は研修や大会の報告、社会教育委員会議の活動、各自の活動、コラム等。

改革その１
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そよかぜ12号

2025年2月発行
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● 令和3年7月 案出し

日頃感じる地域や活動の中で抱える課題・問題点

● 令和3年12月 ワールドカフェ

課題や問題に対して社会教育委員として
何ができるのか話し合い

※ 「ワールドカフェ」とは
カフェのようなリラックスした雰囲気で、少人数のグループに分かれて自由に対話を行い、メン

バーを入れ替えながら多くの意見や知識を共有し、新たな気づきやアイデアを生み出すことを目的と
した対話手法

改革その２ 研究調査する活動テーマを

自発的に設定！



◆文化的資源
の有効活用

【文化活動】

【施設の利用】

【家庭教育】

【発信の場づくり】

【地域の交流】

【担い手・継承】

委員が出した課題や情報

◆地域の交流やコミュニケーション
の機会の減少

◆世代を超えて集まり、
コミュニケーションをとれる場所
がない

◆自分の地域に対する関心が薄い

【防災】

◆ 人とのつながりや
備え意識の不足

◆災害時における
社会教育施設の
対応は十分か

◆ 未就学児～児童・生徒の
保護者への家庭教育
の在り方

〈社会体育施設〉
◆誰もが手軽に利用しやすい
トレーニング施設が少ない

（ランニングマシンや
トレーニングングマシン等）

◆多世代が集まり討論できる
場が欲しい

◆技術や能力をもっている人
が力を発揮できる場が
欲しい

◆活動メンバーの高齢化
◆人材不足
◆ 若い人を活動に引き込みたいが、方法が
分からない

◆ 地域に根を張り、継続的に活動する人材の
育成が必要

◆ 活動を新しい世代へ引き継いでいく
仕組みづくりが必要

◆ 行政の担当職員・学校の先生が人事異動等で
変わった際も活動をストップすることなく、
継続していけるシステムづくりが必要

【連携・情報共有】

◆多機関が連携協働するために、問題意識の
共有や情報共有に時間や手間がかかる

◆求めている人へ必要な情報を届けることが
できていない

【支援を必要としている人
へのサポート】

◆若者や高齢者など、悩みを抱え、
支援を必要としている人への
サポートが不足している

◆産後、短期間で会社復帰をする
お母さんたちへのサポートが必要

【生きがいづくり】

◆子育ての息抜きや老後の楽しみ
として、本当に活動を必要とし
ている人が参加できていない
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そうして決まった

佐久市社会教育委員会議の活動テーマ

「みんなの『居場所』について考える」
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CSグループ
多世代交流
グループ

子育て支援
グループ

・「佐久市CSの活性
化」を課題

・CSに関わる方々の
「横のつながり」を生
み出す取り組みを実施

・「ひとり暮らしの高
齢者、不登校・家以外
に居場所がない子ども、
一人きりで子育てして
いる方」の３つをピッ
クアップ
・総合型スポーツクラ
ブへのヒアリングを実
施

・「子育てに関する支
援を本当に必要として
いる人へサービスや窓
口の存在を周知するこ
と」を課題

・「子育て支援マップ
（仮）」の作成
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CSグループ 多世代交流グループ 子育て支援グループ

情報共有
情報共有情報共有

佐久市社会教育委員会議

佐久市にある居場所について広く把握
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～R5年 6月末



CSグループ
子育て支援グループ

情報共有情報共有

佐久市社会教育委員会議

佐久市にある居場所について広く把握
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R5年 7月～

多世代交流グループは
委員の任期交代のため、
活動終了……
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CSグループの活動

● ＣＳに関する情報共有の場を設置

各学校やコーディネーター間で情報共有する場がなく、
他校の現状や活動について情報交換をした方がいいのではないかという考え
から、小・中学校地域コーディネーターや小・中学校のＣＳ担当者等に声を
かけ「CS関係者会議」を令和５年から年に２回開催。

第一回目の関係者会議では事前にアンケートを取り、各校の課題や困りごと
をヒアリングし、各校に共有した。

関係者会議の内容としては、ＣＳの課題や成功例、地域と学校との連携等に
ついて情報共有と意見交換を行った。
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活動から見えてきた課題

対策を提案！

① 各ＣＳ内、各ＣＳ同士のつながりを強化する必要があること

② ボランティアが高齢化し、またその担い手が不足していること

③ 学校や地域において、ＣＳの認知度が低いこと

④ ＣＳが抱える悩みが行政と共有できていないこと

⑤ 関係者会議の主体がどこなのかあやふやであること

① 関係者（学校担当者・地域コーディネーター）会議の開催

② 社会教育委員として各学校の実情を現地視察し、「社会教育委員だより」等を
通じて情報を共有
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CSグループの成果
 CSの横展開の強化に貢献！

佐久市が抱える問題点を全体で確認・共有できた。

 地域との連携があまり機能していなかった中学校のCSにおいて、
関係者会議に公民館等を呼んで地域とつなげることができた。

 好事例を発表することで、他校のいいところは自校に持ち帰り、
各校のCSの発展や、モチベーションアップに繋がっている！

 参加者から「やって良かった」「毎年やってほしい」との声が！
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子育て支援グループの活動

● 市内の子育て支援窓口を把握
市関係の窓口や居場所として「学校教育課」、「子育て支援課」、「健康づくり
推進課」、「生涯学習課」などの事業によるものがあるほか、「心のほっとライ
ン・佐久」や各種SNS相談などがあり、複数の機能が分散、点在していることが
見えてきた。

● 「子育て支援」を必要とする対象者の調査を実施
「子ども」は０歳～18歳までと幅広い。乳幼児の母親を対象にアンケートを行
い、乳幼児は健診が定期的にあり、支援の場が充実していることが分かった。教
育移住者が孤独感を抱え、不登校児童・生徒について悩んでいることがヒアリン
グによって見えてきた。
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活動から見えてきた課題

① 居場所の存在や支援情報が十分に周知されていないこと

② 継続的な運営のための財源確保が困難であること

③ 不登校児童・生徒の居場所が学校によっては出席扱いにならないこと

④ 相談窓口が多岐にわたり、利用者が適切な支援にたどり着きにくいこと

対策を提案！

● 分散する窓口を一元的にまとめるワンプラットフォーム化が必要

そのための具体策： 情報を一元化したカードの作成をしたい！
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子育て支援グループの成果

 相談先をまとめたカードの試作版を実際に作成！

 トライアルとして○○にカードを設置！
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全体の活動

● 教育委員との意見交換会

グループでの検討内容に教育委員の意見を
反映すべく、中途の段階で把握を行うため、
年に１回意見交換会を実施している。

● 現地視察

社会教育委員全体で上田市立第六中学校の
サポートルームを見学。
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活動報告を教育委員会へ提出！
● 令和7年10月に教育委員会協議会にて、活動内容・課題・対応策の提案

をまとめた報告書を提出。

教育委員会も提案内容を受けて議論！

CSグループ

各校の現状を把握した上で、校長会等を通じた好事例の横展開や、地域コー
ディネーター会議の継続により、学校と地域の連携・理解を深める方針。

子育て支援グループ

福祉課の新システム（重層的支援体制）で情報の一元化を図る一方、委員提
案の「一元化マップ」も利便性を考慮し、予算の範囲内で作成を支援。

社会教育委員会議全体の成果
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「居場所」活動の中で大変だったこと・工夫したこと

 「縦割り行政」の壁を実感

活動の中で行政に対してどこまで踏み込んでいいのかが分からなかった。

【CSグループ】

 CSの関係者会議を1回だけで終わらさず回数を重ねたことで、学校間の情報共
有が進んだ。

 関係者会議の準備に注力したこと。

【子育て支援グループ】

 定例会議以外でも月1回程度グループで集まり、個々の活動で得た
情報交換をしていた。頻繁に集まることで、グループの信頼関係を
高められた。
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佐久市社会教育委員会議のこれから

● 社会教育委員だより「そよかぜ」は引き続き発行

掲示場所や周知方法は見直しを行っていく。

● ５年に１回の佐久市教育振興基本計画の策定のタイミングなので、これま
での活動を今後の施策に活かせるよう意見。

● 佐久市教育振興基本計画の内容に沿って、引き続き主体的な活動を行って
いく。
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ありがとうございました！


